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有機質肥料，ユーグレナ，クロロゴニウム  

 
植物の生育を促進するために利用される肥料だが、主に「無機質肥料(化成肥料)」と

「有機質肥料」の二つに分類される。無機質肥料は即効性と成分の均一性に優れる一

方、土壌の栄養成分が偏り土壌劣化が懸念される。また、有機質肥料は即効性におい

て劣るものの分解される過程で土壌の微生物の栄養として作用し、土壌環境の長期的な調整に寄与する

ことが知られている。 

そこで我々は有機質肥料の原料として、身体構造の多くに有機物であるアミノ酸、そして植物の生育な

ミネラル等を豊富に含む微細藻類に着目した。微細藻類を用いた既存の有機質肥料にユーグレナ

(Euglena)を利用したものがあるが、ユーグレナは細胞壁をもたないことから培養の際に細菌などの影

響を受けやすい。そのため、今回の研究対象として、紡錘体であり鞭毛を有するなどユーグレナに類似

した構造でありつつ、細胞壁を持つ微細藻類としてクロロゴニウム(Chlorogonium)を使用した。 

 

・農耕地の近辺の水源を利用してクロロゴニウムを培養することで水質浄化を図る

とともに、余剰分を肥料として活用することが期待できる。 

・細胞壁がないユーグレナよりも培養が容易であると考えられるため、より安価か

つ小規模な設備で有機質肥料に用いる微細藻類の大量培養を行える可能性がある。 

・クロロゴニウムの肥料効果が実証されることは、細胞壁を有する普遍的な微細藻類にも共通して当該

効果が発現する可能性が示唆され、一般化するための重要な知見になると考えられる。 

上澄み液を除去する 

培養液をマイクロチューブに移す 

遠心分離機を利用して液体

培地と微細藻類を分離する 

一定量集めたのち、乾燥

させ粉末状にする 

その後、細胞壁を破砕

するため粉末状の微細

藻類をすり潰す 

肥料製作方法 

上記の条件で小松菜の幼苗を植えた土壌に各肥料を添加し、その後の生育の程度を比較する 

対照実験 

① 無添加 ② ユーグレナ ③ クロロゴニウム ④ 化成肥料 


